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インプット＜アウトプット  主体的に学ぶ子どもを育てる毎日に            
                     校長  上松 久美子 

２学期がスタートしました。 
酷暑といわれる暑い毎日が続き、全国的な子ども達の夏休みでの事故の報道を

気にしながらの夏休みでした。始業式に、子ども達が元気に登校し、元気な姿、
笑顔が見られたことは教職員一同とても嬉しいことです。 

２学期も学習、行事と充実した教育活動となるように取り組んでいきます。子
どもたちのチャレンジを楽しみにしています。 

保護者、地域皆様のご理解とご協力は不可欠です。どうぞよろしくお願いします。 
 
小学校第６学年が実施した全国学力調査の結果が公表されました。学力の向上というと、子ど

も達にも、保護者の皆様にも計算ができる、漢字が書けるというイメージがとても強いです。し
かし今求められている力は、知識・技能それだけではありません。知識・技能を実生活の様々な
場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力 等の内容と
なっています。全国学力調査における、計算のみを扱う問題は０問、漢字の読み、書く問題は２
問でした。今年度も、読み取り、活用する力 説明をする問題が多かったです。問題からは、子
どもたちに求められている力がわかります。 

身に付けていきたい力をどう育てていくのか、学校に
おける授業の内容、スタイルの改善、家庭における学習
の仕方を変えていくことが大きいです。 

学校では、２学期の学習では、活用する場面やアウトプ
ットを増やしていきます。 
「インプットしたものをアウトプットしていく」
という授業を増やしていきます。一説では インプット
３：アウトプット７が理想的と言われています。 

受動的な学習よりも能動的な学習の方が学んだ内容をより
定着、活用させられるということです。 

１２月、１月の学校公開においても、「見て」「聞いて」
「調べて」学びの発表会があります。児童の計画代表委員会
による『学習したことを自信をもって伝えよう！未
来に活かそう！』というスローガンのもと、学んだ内容を
伝える、発表する機会として取り組んでいきます。 

また、今年度ご家庭でもご協力いただきながら取り組ん
でいる「自主学習」の役割は大きいです。例えば、漢
字を繰り返し練習して覚えるだけではなく、使えるように
する。そのためにどうするか・・・それぞれ最適の学習方
法を見つけてほしいです。 

最も学習定着率が高いとされる「他の人に教える」です
が、これは教室内だけに限らず、それ以外の場面でも見ら
れる学習の形だと思います。それは「親と会話をする
場面」です。子どもたちが学習した内容は夕方以降、家
庭内で親に伝えられます。これは形だけ見れば今日あった
出来事を伝えているようですが、意味としては今日学習し
た内容を親に教えているということができます。つまり、
親子での何気ない会話は、子どもたちの学習定着率を高め
る貴重な学びの場となっているということです。 

２学期、「今日、どんな勉強をしたのかな」という会話
が増えることをお願いし、期待しております。 
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４年  ５年 ６年 

３年  １年  ２年  元気いっぱい！ 

 

Smile!  

にこにこ サン・３・スマイル 

雲外蒼天




